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八
丈
支
庁
で
行
っ
た
事
業
の
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

〜
林
道
の
整
備
〜

●
産
業
課
で
は
、
三
原
林
道
（
５
５
０
ｍ
）

と
三
郷
田
林
道
（
１
１
０
ｍ
）
の
舗
装
工
事

を
約
３
５
６
０
万
円
で
行
い
ま
し
た
。

　
三
郷
田
林
道
の
延
長
２
６
４
４
ｍ
の
う

ち
２
０
３
０

ｍ

の
舗
装

（
舗
装
率
77

％
）
が
終
わ

り
、
予
定
の

舗
装
事
業
が

完
了
し
ま
し

た
。【
19
年
１

月
号
参
照
】

　
三
原
林
道

は
、
舗
装
の
ほ
か
斜
面
の
落
石
防
護
工
事

が
約
１
３
５
０
万
円
で
完
了
し
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
、
路
面

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
に
、
残
る
２
区
間
（
４
２
０
ｍ
）
の
舗
装

を
行
い
、
全
線
が
舗
装
さ
れ
る
予
定
で
す
。

〜
治
山
事
業
〜

●
青
ヶ
島
村
・
大
千
代
港
上
部
の
大
規
模

崩
落
の
復
旧
工
事
を
、
池
之
沢
地
区
で
は
、

落
石
対
策
工
事
を
約
７
３
８
０
万
円
で

行
っ
て
い
ま
す
。

〜
保
安
林
改
良
〜

●
垂
戸
海
岸
の
防
潮
保
安
林
の
防
風
柵
の
増

設
と
ク
ロ
マ
ツ
等
の
植
栽
を
約
４
９
０
万
円

で
行
っ
て
い
ま
す
。

ぎ
ょ
し
ょ
う

〜
大
型
魚
礁
の
設
置
〜

●
昨
年
の
12
月
に
ト
ラ
ス
リ
ー
フ
型
魚
礁
３

基
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型

魚
礁
３
基
、

合
計
６
基

の
大
型
魚

礁
を
中
之

郷
（
藍
ヶ

江
）
漁
港

沖
（
水
深

約
１
１
０

ｍ

）
に
約

６
５
６
０
万
円
で
設
置
し
ま
し
た
。

　
八
丈
島
の
中
で
も
好
漁
場
で
あ
る
小
岩

戸
ヶ
鼻
沖
の
近
く
に
魚
礁
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
魚
群
が
集
ま
る
漁
場
が
さ
ら
に
広
が
り
、

よ
り
多
く
の
漁
船
が
操
業
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

〜
道
路
の
整
備
・
補
修
〜

●
土
木
課
で
は
、
道
路
の
拡
幅
や
歩
道
設
置
、

補
修
工
事
な
ど
を
約
４
億
６
０
０
０
万
円
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
三
根
地
区
で
は
川
向
駐
在
所
か
ら
川
向
簡

易
郵
便
局
の
区
間
の
改
修
と
永
郷
の
歩
道
設

置
、
大
賀
郷
地
区
で
は
馬
路
の
改
修
と
横
間

桟
道
橋
の
補
修
、
樫
立
地
区
で
は
唐
滝
川
交

差
部
ま
で
の
仮
設
歩
道
の
設
置
【
４
ペ
ー
ジ
参

照
】
、
中
之
郷
地
区
で
は
集
落
部
の
歩
道
設
置

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
之
郷
地
区
の
工
事

は
、
未
買
収
地
を
除
き
、
今
年
度
で
完
了
と
な

り
ま
す
。

　
末
吉
地
区
で
は
、

歩
道
の
滑
り
止
め

工
事
、
登
龍
道
路

で
の
災
害
防
除
工

事
や
舗
装
補
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
昨
年
５
月
に
空

港
道
路
と
接
道
し

た
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
約
１
億
円
で
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
大
群
陸
橋
ま
で
の
区
間
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

か
な

ど

が
た
い
ら

●
青
ヶ
島
村
で
は
、
金
土
ヶ
平
の
擁
壁
設
置
、

池
之
沢
で
の
災
害
防
除
工
事
や
舗
装
補
修
、
青

わ

て

宝
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
改
修
、
上
手
回
り
の
災
害

復
旧
工
事
を
約
３
億
４
０
０
０
万
円
で
行
っ
て

い
ま
す
。

〜
河
川
・
海
岸
の
整
備
〜

こ

●
中
之
郷
の
小

ぼ
ね

が

ほ
ら

骨
ヶ
洞
で
砂
防

ダ
ム
の
一
部
を
、

三
原
川
で
は
都

道
交
差
部
の
流

路
の
改
修
、
洞
輪

沢
海
岸
で
は
護

岸
の
整
備
を
約

８
５
０
０
万
円

18
年
度
実
施
事
業
の
紹
介

　　　ピラミッド型魚礁

底辺：約７ｍ×７ｍ　高さ：約11ｍ

都市計画道路

小骨ヶ洞砂防ダム

三原林道落石柵
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で
行
っ
て

い
ま
す
。
洞

輪
沢
海
岸

の
護
岸
整

備
は
、
後
背

地
の
一
部

工
事
を
除

き
今
年
度

で
完
了
し

ま
し
た
。

〜
公
園
・
園
地
の
整
備
〜

●
植
物
公
園
で
は
、
南
地
区
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
改

修
工
事
、
大

賀
郷
園
地

で
は
四
季

の
花
々
の

植
栽
工
事

を
約
５
８

０
０
万
円

で
行
っ
て

い
ま
す
。

〜
港
湾
・
漁
港
・
空
港
の
整
備
〜

●
港
湾
課
で
は
、
約
34
億
９
０
０
０
万

円
で
港
湾
・
漁
港
・
空
港
を
整
備
し
ま

し
た
。
内
訳
は
港
湾
整
備
で
約
16
億
６

４
０
０
万
円
、
漁
港
整
備
で
約
17
億
６

５
０
０
万
円
、
空
港
整
備
で
約
６
１
０

０
万
円
で
し
た
。

　
港
湾
整
備
事
業
で
は
、
港
湾
利
用
者

の
利
便
性
や
荷
役
効
率
の
向
上
を
図
る

　
今
年
度
、
東
京
都
の
補
助
事
業
に
よ

り
八
丈
島
で
初
め
て
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ

ス
が
29
棟
、
７
９
４
８
㎡
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
は
、
通

常
の
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
口
径

25
・
４
㎜
、
肉
厚
１
・
２
㎜
の
パ
イ
プ

を
使
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
よ
り
骨

太
な
48
・
６
㎜
、
肉
厚
２
・
４
㎜
の
パ
イ

プ
を
使
っ

て
風
速
50

ｍ
ク
ラ
ス

の
強
風
に

も
耐
え
ら

れ
る
よ
う

に
設
計
さ

れ
た
耐
風

強
化
型
ハ
ウ
ス
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
は
、

軒
高
が
通
常
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
よ
り
も

高
く
、
こ
れ
ま
で
屈
ん
で
作
業
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
サ
イ

ド
側
で
も
１

８
５
㎝
の
高

さ
が
あ
り
、

作
業
性
や
通

気
性
が
格
段

に
向
上
し
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
東
京
島
し
ょ
八
丈
島
支
店
に
加
盟
し

て
い
る
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
や
ル
ス
カ
ス
、
公
設

市
場
な
ど
の
部

会
員
が
、
事
業

主
体
で
あ
る
Ｊ

Ａ
か
ら
こ
の
ス

ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ

ス
を
借
り
て
農

産
物
を
栽
培
し

ま
す
。

　
支
庁
で
は
、

台
風
な
ど
の
気
象
災
害
に
強
い
こ
れ
ら
生
産

施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
で
農
産
物
の

生
産
振
興
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も
八
丈
農
業

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
産
業
課
農
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

　
平
成
19
年
度
予
算
は
、
「
東
京
の
魅
力
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
力
強
い
第
一
歩
を
踏
み

出
す
予
算
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
般
会
計

の
予
算
規
模
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
７
％
増
加
し
、
６
兆
６
０
２
０
億
円
と
、

平
成
17
年
度
以
来
３
年
連
続
で
増
加
す
る

と
と
も
に
、
平
成
10
年
度
予
算
に
迫
る
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
丈
支
庁
管
内
の
予
算
と
事
業
内
容
に

つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

強
い
ぞ
！
そ
の
名
は

「
ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」

19
年
度
東
京
都
予
算
案
の
概
要

た
め
八
重
根
港
で
護
岸
の
整
備
を
、
神

湊
（
底
土
）
港
で
は
利
便
性
や
荷
役
効

率
に
加
え
、
定
期
船
及
び
貨
物
船
の
就

航
率
の
向
上
を
図
る
た
め
防
波
堤
の
整

備
や
岸
壁
等
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
青
ヶ
島
（
三
宝
）
港
で
は
安
全
な
臨

港
交

通
機

能
の

確
保

と
就

航
率

向
上
を
図

る
た
め
、
臨

港
道
路
と

護
岸
の
整

備
を
行
い

ま

し

た

。

【
４
ペ
ー
ジ

参
照
】

　
漁
港
整
備
事
業
で
は
、
漁
港
内
の
波

を
静
か
に
す
る
た
め
、
神
湊
漁
港
及
び

八
重
根
漁
港
で
防
波
堤
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
写
真
は
ケ
ー
ソ
ン
を
神
湊
漁

港
に
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
空
港
整

備
事
業
で

は
、
老
朽

化
し
た
場

周
柵
の
補

修
や
緑
地

の
管
理
を

行
い
ま
し

た
。

大賀郷園地　四季の丘

洞輪沢護岸整備

青ヶ島港

ケーソン設置状況

ハウスの骨太なパイプ

作付け待ちのハウス内部

ストロング型（左）

従来型（右）
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自
然
公
園
制
度
は
、
自
然
公
園
法
に

基
づ
き
、
自
然
の
風
景
地
を
保
護
し
、
利

用
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
公
園
は
、
国

立
公
園
、
国
定
公
園
、
都
道
府
県
立
自

然
公
園
の
三
種
に
分
け
ら
れ
、
日
本
を

代
表
す
る
風
景
地
が
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
、
八
丈
島
は
昭
和
39
年
７
月

に
伊
豆
七
島
国
定
公
園
か
ら
富
士
箱
根

伊
豆
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
然
公
園
制
度
は
、
特
別
保
護
地
区
、

特
別
地
域
（
第
一
〜
三
種
）
、
普
通
地
域

に
分
け
ら
れ
、
開
発
行
為
な
ど
を
制
限

し
て
い
ま
す
。

特
別
保
護
地
区:

公
園
の
中
で
も
特
に

優
れ
た
自
然
景
観
、
自
然
状
態
を
保
っ

て
い
る
地
区
で
、
最
も
厳
し
く
行
為
が

制
限
さ
れ
ま
す
。
八
丈
富
士
の
火
口
部

が
該
当
し
ま
す
。

第
一
種
特
別
地
域:

特
別
地
域
の
う
ち

で
自
然
の
状
態
を
維
持
す
る
必
要
性
が

最
も
高
い
地
域
で
す
。
島
の
海
岸
線
及

び
八
丈
富
士
山
頂
付
近
や
三
原
山
山
頂

付
近
が
該
当
し
ま
す
。

第
二
種
特
別
地
域:

良
好
な
景
観
で
、
比

較
的
自
然
状
態
が
よ
く
保
た
れ
て
い
る

地
域
で
、
八
丈
富
士
鉢
巻
道
路
よ
り
標

高
の
高
い
部
分
、
神
止
山
と
そ
の
周
辺
、

八
丈
植
物
公
園
内
、
八
丈
小
島
が
該
当

し
ま
す
。

第
三
種
特
別
地
域:

全
般
的
な
自
然
の

景
観
を
維
持
す
べ
き
地
域
で
、
島
内
の

約
60
％
が
該
当
し
ま
す
。

普
通
地
域:

集
落
地
の
周
辺
が
該
当
し

ま
す
。

　
特
別
地
域
で
は
、
建
築
物
な
ど
の
工

作
物
の
新
・

増
・
改
築
、

木
竹
の
伐

採
、
鉱
物
・

土
石
の
採

掘
及
び
採

取
、
土
地
形

状
の
変
更
、

植
物
等
の

採
取
な
ど

が
、
制
限
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
と

き
は
、
環
境
大
臣
等
の
許
可
が
必
要
で

す
。

　
特
別
保
護
地
区
で
は
、
さ
ら
に
制
限

が
厳
し
く
な
り
、
た
き
火
、
動
物
の
捕

獲
な
ど
も
規
制
さ
れ
ま
す
。

　
普
通
地
域
に
お
い
て
は
、
特
に
厳
し

い
制
限
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
行
為
に

よ
っ
て
届
出
が
必
要
で
す
。
内
容
に

よ
っ
て
は
、
禁
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
特
に
建
築
や
土
木
工
事
を
す
る
場
合

や
土
地
を
買
わ
れ
る
場
合
に
は
、
十
分

★ 

小
さ
な
学
校
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

　
東
京
都
立
八
丈
高
等
学
校
定
時
制
か

ら
は
、
既
に
千
二
百
名
近
い
卒
業
生
が

雄
飛
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
５
時
30
分
に
始
ま
り
、
給
食
を

は
さ
ん
で
１
日
四
時
間
の
授
業
。
仕
事

を
終
え
て
か
ら
で
も
、
十
分
間
に
合
い

ま
す
。

　
中
学
卒
業
間
近
の
君
も
、
何
ら
か
の

事
情
で
高
校
に
行
け
な
か
っ
た
あ
な
た

も
、
勉
強
に
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
ゆ
っ
く
り
あ
な
た
の
ペ
ー
ス
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
　

　
経
験
豊
か
な
教
員
が
納
得
の
い
く
ま

で
丁
寧
に
、
授
業
や
身
の
ま
わ
り
の
相

談
に
乗
り
ま
す
。
小
さ
な
学
校
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
　
定
時
制
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
　
入
学
資
格
は
？

Ａ
１
　
中
学
校
卒
業
以
上
の
方
で
、
八
丈
島

　
　
在
住
の
方
、
ま
た
は
入
学
ま
で
に
、
八

　
　
丈
島
に
住
む
こ
と
が
確
実
な
方
で
あ
れ

　
　
ば
、
入
学
で
き
ま
す
。

Ｑ
２
　
通
学
方
法
は
？

Ａ
２
　
二
輪
・
四
輪
に
よ
る
通
学
を
認
め
て

　
　
い
る
ほ
か
、
通
学
タ
ク
シ
ー
も
あ
り
ま

　
　
す
。

Ｑ
３
　
国
語
な
ど
の
基
礎
・
基
本
が
学
び
直

　
　
せ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

Ａ
３
　
定
時
制
で
は
、
読
み
・
書
き
・
計
算

　
　
を
反
復
学
習
し
ま
す
。

Ｑ
４
　
全
日
制
と
同
じ
、
３
年
間
で
卒
業
で

　
　
き
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
？

Ａ
４
　
修
業
年
限
は
３
年
以
上
で
す
。
３
年

　
　
間
で
卒
業
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
ご
不

明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
か
ら

の
お
電
話
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
定
時
制
二
次
募
集
の
出
願
日

　
　
平
成
19
年
３
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時
〜
午
後
７
時

　
八
丈
高
校
定
時
制
　
℡
２
―
１
１
８
１

み
ん
な
で
守
ろ
う
島
の
自
然

注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
た
と

え
ご
自
分
の

土
地
で
あ
っ

て
も
、
許
可
や

届
出
が
必
要

と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
土
木
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
土
木
課
管
理
係
　
℡
２
―
１
１
１
４

こ
ん
に
ち
は
八
高
で
す

八丈富士火口内
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港
湾
局
は
１
月
15
日
、
青
ヶ
島
港
で

整
備
し
て
い
る
新
し
い
橋
梁
を
青
翔
橋

（
せ
い
し
ょ
う
ば
し
）
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
青
ヶ
島
に
は
使
用
で
き
る
港
が
青
ヶ

島
港
し
か
な
く
、
臨
港
道
路
は
岸
壁
に

連
絡
す
る
唯
一
の
道
路
で
あ
り
、
生
活

物
資
等
を
輸
送
す
る
島
民
の
生
命
線
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
背
後

地
は
崩
落
の
危
険
性
が
高
く
、
過
去
に

も
臨
港
道
路
が
通
行
不
能
と
な
る
事
態

が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
安
全
な
交
通
路
を
確
保
す

る
た
め
の
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
橋

梁
と
擁
壁
を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
形
式

を
採
用
し
て
、
臨
港
道
路
を
海
側
へ
前

出
し
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
該
臨
港
道
路
は
有
効
幅
員
７
ｍ
、

全
体
延
長
が
１
６
６
ｍ
、
う
ち
橋
の
長

さ
が
62
ｍ
で
す
。

　
道
路
全
体
の
整
備
期
間
は
平
成
15
年

度
か
ら
18
年
度
で
、
う
ち
橋
梁
部
が
平

成
17
・
18
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
橋
名
の
決
定
理
由
は
、
青
宝
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
、
翼
を
広
げ
て
海
に
向

か
っ
て
飛
び
立
つ
よ
う
な
眺
望
が
あ
る

こ
と
。
橋
の
位
置
も
高
く
、
鳥
が
飛
び

立
つ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
新
橋
梁
の
完
成
に
よ
り
、
臨

港
道
路
が
崩
壊
面
か
ら
離
れ
る
こ
と
で
、

安
全
で
使
い
や
す
い
港
が
整
備
さ
れ
る

た
め
、「
青
ヶ
島
村
が
さ
ら
に
飛
躍
・
発

展
す
る
こ
と
を
願
う
。
」
と
い
う
思
い
を

込
め
、
青
ヶ
島
の
「
青
」
と
「
翔
」
を
用

い
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
で
は
、「
青
翔
橋
」
を
含
め
今

後
更
に
青
ヶ
島
港
へ
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
港
湾
課
管
理
係
　
℡
２
―
１
１
１
５

　
自
動
車
税
は
、
５
月
上
旬
に
納
税
通

知
書
が
送
付
さ
れ
、
５
月
末
に
納
期
限

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
特
に
注

意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
点
目
は
、
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

る
方
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
（
自

動
車
検
査
証
に
所
有
者
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
方
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
納
税
通
知
書
が
届
い
た
方
か
ら
、

「
４
月
１
日
以
前
に
知
人
に
譲
渡
し
た
。
」

と
か
「
も
う
廃
車
し
た
。
」
と
い
う
話
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
名
義
変
更

や
廃
車
の
手
続
き
が
３
月
31
日
ま
で
に

終
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
引
き
続
き
納
税

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
動
車
を

譲
渡
・
廃
車
し
た
ら
、
き
ち
ん
と
確
認

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
二
点
目
は
、
自
動
車
税
の
月
割
り
計

算
に
つ
い
て
で
す
。
廃
車
登
録
を
し
た

場
合
は
、
月
数
に
応
じ
た
税
額
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
譲
渡
し
た
場

合
に
は
、
税
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
５
月
に
譲
渡
し
て
も
、
６
月
以

降
の
10
ヶ
月
分
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
18
年
か
ら
は
、
他
道

府
県
へ
の
移
転
で
も
月
割
り
計
算
が
な

く
な
り
ま
し
た
の
で
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

 

総
務
課
税
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

　
今
年
度
は
、
三
原
小
学
校
開
校
に
伴
い
、

通
学
路
を
確
保
す
る
た
め
、
カ
フ
ェ
カ
ノ
ー

プ
ス
か
ら
阪
上
自
動
車
ま
で
の
区
間
に
、

「
仮
の
歩
道
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
間
は
海
側
に
拡
幅
し
歩
道
を
設
置

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事

を
行
う
た
め
に
は
、
用
地
測
量
や
設
計
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　
現
在
は
、

「
仮
の
歩
道
」

設

置

と

平

行
し
て
、
用

地

測

量

を

行

っ

て

い

る
状
況
で
、

今
後
、
こ
の

用

地

測

量

に
基
づ
き
、

用

地

買

収

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
工
事
着
手
ま
で
に
は
、
２
〜
３
年
ほ
ど

か
か
る
予
定
で
す
。

　
来
年
度
は
、
笹
本
理
容
店
か
ら
安
宏
商
店

の
間
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
樫
立
地
区
の
事
業
完
了
ま
で
の
間
、
通
行

さ
れ
る
皆
様
や
近
隣
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
土
木
課
工
事
第
一
係
　
℡
２
―
１
１
１
４

　  

植
物
公
園
内
の
ご
み
箱
を

　  

３
月
い
っ
ぱ
い
で
撤
去
し
ま
す
。

　
　
ご
み
の
持
ち
帰
り
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
土
木
課
管
理
係

　
　
　
　
　     

　
℡
２
―
１
１
１
４

自
動
車
税
の
は
な
し

樫
立
地
区
の
都
道
整
備

青翔橋完成予定図

青
ヶ
島
港
の
橋
梁
名
称
決
定

樫立　仮の歩道


